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 第 6 章では、PEFC とキャパシタ容量の選定や制御系を設計するためのシミュレーション手法を提案している。
まず、PEFC を等価回路で表現し、そのパラメータを電気化学理論に基づいて決定する新たなPEFCモデルを作成して
いる。次に、電動軽車両の駆動系全体（PEFC・キャパシタ・モータ・負荷）のモデルを作成し、それらが実験結果と
良く一致することを確認している。 
 第7章では、第6章で構築したPEFC等価回路モデルを用いて、TSMパワー制御の周波数、デューティ比や外
部負荷抵抗値をパラメータとして数値シミュレーションを行い、PEFCの内部損失が低減できる条件を明らかに
している。 
第8章は結論であり、本研究で得られた成果を総括している。 
 以上のように、本論文はエネルギー損失低減の観点から、電動車両の加速時のモータ制御手法と燃料電池を電力
源とするハイブリッドシステムのパワー制御手法についてまとめており、大気汚染防止や地球温暖化抑止を目指し
た電動車両の研究の発展に大いに寄与するものである。 
 よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与するに値すると認める。 
 
